






研究目的 

 未熟児網膜症の重症網膜症とその瘢痕化による網膜襞,網膜剥離の起こる機序は動物実

験モデルが出来がたいこともあり不明のまま現在に至っている。極小未熟児の生育の向上

により増加が予想される重症網膜症に関する臨床的,基礎的研究は,今後益々重要となるこ

とは疑いないと思われる。我々は動物実験では得がたい網膜襞,網膜剥離の機序の解明を目

的として,ヒト胎児眼および未熟児網膜症眼に就いて組織化学的,電子顕微鏡的検索を行っ

てきたが,今回は病変部位における線維成分について検討を行った。 


